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衛星画像の応用を包括的に扱った Parcak (2009) では，人工衛星が収集する各種のデータが比
較されたが，その中でも CORONA衛星写真は，撮影時期の古さからすでに失われた景観につ
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中央アジアにおけるテパの分布と形態（その 2）（小方　登）
図 1　 調査対象地域の LANDSAT画像（左半分は 1988/07/25，右半分は 1991/08/04撮影）。ゼ
ラフシャン川地域およびカシュカダリヤ川地域における主要都市と調査対象地物を示す。
2013年の調査で訪れたが，前稿（小方 2014）の図で漏れたダブシア遺跡の位置を補った。
以下のページで示す CORONA衛星写真は，識別記号［DS1012-1039DF137 → 153］［DS1012-











図 5　 エル・クルガン東南の櫓。（12：31）【38º 
56.8904’N：65º 43.1001’E：47º】
図 4　 エル・クルガンの CORONA衛星写真か
ら城壁などの地物を抽出した模式図。
図 6　 エル・クルガンのシタデル（手前）と城
壁。（12：53）【38º 57.1393 ’N：65º 
42.8012’E：105º】








図 10　 ナサフ遺跡のテパ。（18：01）【38º 
55.2332’N：65º 43.2153’E：79º】






















図 15　 オディルマ・シャフル。（11：23）【38º 
58.2643’N：66º 16.8949’E：141º】 三
重の囲郭のうち，中間の囲郭の北門。



















（1 5：5 0）【3 8 º  4 8 . 3 4 1 3 N：6 6 º 
35.4316’E：82º】


































図 28　 トルトクル・テパ。2000年 8月 28日
撮影。手前に周濠が見える。
図 29　 トルトクル・テパの上からの眺望。
2000年 8月 28日撮影。
